
「送助」 Ｖer.5 

読込・作成送り状データを運送業各社の専用システムに連携できます。
専用システムの標準読込レイアウトにあわせたCSVデータを出力します。

販売管理その他のシステムから出力したデータファイルを変換し、
運送便各社の送り状・荷札・商品ラベル等に印字することができます。

送り状・商品/出荷ラベル発行ソフトの決定版

運送便専用システム用のデータ書出機能を標準搭載

売上伝票
受注伝票
仕入伝票
出荷データ

販売管理
連携実績例

・商奉行i11/V11/ｸﾗｳﾄﾞ
・PCA商魂DX
・販売大臣NX-ERP
・OBIC7
・SMILE-V
・売上原価Pro
・EXPLANNER
・Hi-PerBT 
・GLOVIA
・弥生販売・SAP等

印刷

「送助」は㈱ヘキサードの商標、送り状発行システムは各運送会社様の商標です。 株式会社ヘキサード TEL:03-6272-8577 / Mail:info@hexard.co.jp

名鉄運輸 ：こぐまくん
福山通運 ：istar-2
日本郵便 ：ゆうパックプリントR
第一貨物 ：DENZOU
西濃運輸 ：カンガルーマジックⅡ
新潟運輸 ：送り状らくらく印刷
佐川急便 ：e飛伝シリーズ
久留米運送：eレオカスタマーズ
ヤマト運輸 : B2

トナミ運輸：ｲｰｼﾞｰﾌﾟﾛWeb

対応済運送便専用システム

販売仕入管理システム
入出庫管理システム等



Ver.5の主な機能！

２．名寄せ機能を搭載。

３．出荷一覧表の出力を標準搭載

同じ送り先への複数の出荷データを１つにまとめる事が可能になりました。

４．総重量等の計算が可能に。

今まで無駄にしていた、半端な位置のラベルも有効活用できます。

１．ラベル（出荷・商品）の印刷開始位置の指定が可能に。

出荷実績を条件抽出して一覧表で出力ができるようになりました。

送助の商品マスタに単位重量をセット、明細毎の箱単位・バラ単位での重量から
出荷単位の総重量を計算します。

※通常の販売管理では対応不可能な仕様も送助の設定変更パックなら対応可能に！

※送り状やラベル発行・出荷データ作成でお困りの方は是非一度ご相談下さい！

（例①） 複数荷主コード自動対応 （設定変更パックB以上）
商品区分や得意先区分での荷主コード自動変換。（売上伝票の取込時に自動変換します）
出荷場所別の送り状データ自動仕分け機能。
⇒明細の出荷倉庫コード別に出荷データを作成し、運送会社に登録した荷主コードを自動で割り当てます。

（例②）入数・箱数、多明細対応。 （設定調整費A以上）
桁数の短い運送会社システムの商品名欄に出荷データ明細行の「商品名+入数+箱数+数量」を渡す。
※商品名よりも数値項目が大切な場合は商品名の余分な後半部分を削除する事も可能。

（例③）渡せる項目や桁数が短いシステムへの対応。
※商品名で半角に変換可能な文字は全て自動で半角に変換する。（現地設定調整費A以上）
※ひらがなを全て半角カナに変換する。（設定調整費A以上）
※商品名ではなく別途設定した商品名2・3、商品区分を書き出す。 （設定変更パックB以上）
※複数行の商品名を1行にまとめる。 （設定変更パックB以上）

（例④）帳合元の代入機能 （設定変更パックB以上）
売上伝票のプロジェクト用コードを帳合元マスタとして使用。（上6桁を得意先コード・下6桁を連番とする）
送り状データ書出し時に、プロジェクトの名称を商品名1または摘要に代入して書き出す。

（例⑤）梱包数の自動計算
各明細行の箱数の合計を個数に渡す。（標準機能） 各明細行の数量の合計を個数に渡す。（標準機能）
商品区分または商品コードに対する梱り数をマスタ化して、送助で取り込む際に、
各行の梱包数を計算して合計を算出して、個数として書き出す。（設定変更パックB以上）

（例⑥）運送会社の自動選択機能追加
都内で20㎏以内は佐川、それ以外はヤマト、等。（設定変更パックB以上）
運送会社別県別梱包数別タリフマスタテーブルの追加。（設定変更パックD以上）
⑤で算出した梱包数と送付先の場所により最安値の運送会社を自動選択します。
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